
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
ま
せ
ん
か

　
（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
が

契
約
者
と
な
り
、
加
入
手
続
き
を

行
っ
た
５
名
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

の
社
会
教
育
関
係
団
体
の
構
成
員

を
被
保
険
者
（
補
償
の
対
象
と
な

る
か
た
）
と
し
て
加
入
で
き
ま
す
。

○
保
険
の
種
類

・
傷
害
保
険
（
急
激
で
偶
然
な
外

来
の
事
故
に
よ
り
被
っ
た
傷
害
に

よ
る
死
亡
、
後
遺
障
害
、
入
院
、

手
術
、
通
院
を
補
償
）

・
賠
償
責
任
保
険
（
他
人
に
け
が

を
さ
せ
た
り
、
他
人
の
物
を
壊
し

た
こ
と
に
よ
り
、
法
律
上
の
損
害

賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
よ
っ
て

被
っ
た
損
害
を
補
償
）

・
突
然
死
埋
葬
費
用
保
険
（
突
然

死
（
急
性
心
不
全
、
脳
内
出
血
な

ど
に
よ
る
死
亡
）
に
際
し
、
親
族

が
負
担
し
た
葬
祭
費
用
を
補
償
）

○
加
入
対
象
者

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動

を
行
う
社
会
教
育
関
係
団
体

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎
（
86
）
１
１
１
１

太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
買

取
制
度

　

家
や
事
業
所
な
ど
に
お
い
て
、

太
陽
光
で
発
電
さ
れ
た
電
気
の
う

ち
、
使
わ
な
か
っ
た
電
機
の
買
取

を
電
力
会
社
に
義
務
づ
け
る
「
太

陽
光
発
電
の
余
剰
買
取
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
買
い
取

り
に
必
要
な
費
用
は
「
太
陽
光
発

電
促
進
付
加
金
」
と
い
う
項
目
で
、

電
気
料
金
の
一
部
と
し
て
、
電
気

を
使
う
す
べ
て
の
か
た
に
ご
負

担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
の
制
度
に
よ
り
、
住
宅
向
け
太

陽
光
発
電
の
導
入
は
制
度
開
始
前

に
比
べ
約
3
倍
に
伸
び
て
お
り
、

価
格
低
下
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

今
後
の
更
な
る
太
陽
光
発
電
の
普

及
・
拡
大
を
、
国
民
全
体
で
支
援

す
る
た
め
に
、
本
制
度
へ
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
負
担
額

　

３
～
21
円
程
度
／
1
カ
月

○
負
担
額
の
使
わ
れ
か
た

　

太
陽
光
発
電
の
普
及

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

　
☎
０
５
７
０
（
０
５
７
）
３
３
３

「
高
齢
者
学
級
」
開
設
団
体
募

集
　

各
集
落
の
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に

仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
な
ど

を
目
標
に
高
齢
者
学
級
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
趣
味
・
教
養
、

生
活
、
健
康
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
な
ど
の
学
習
を
学
級
単
位
で

行
う
も
の
で
す
。
活
動
の
方
法
は

指
導
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
学
習
規
模

　

１
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
程

度○
開
設
期
間

　

平
成
23
年
５
月
～
平
成
24
年
２

月
ま
で

○
条
件

・
15
人
程
度
以
上
の
学
級
生
を
確

保
で
き
る
こ
と

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
で

き
る
こ
と

○
申
込
期
限

　

平
成
23
年
４
月
30
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

「
生
涯
学
習
学
級
」
開
設
団
体

募
集

　

自
主
的
に
企
画
や
運
営
を
す
る

生
涯
学
習
学
級
の
開
設
を
希
望
す

る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
地
域
お
こ
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
・
教
養
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
活

動
や
学
習
を
学
級
単
位
で
行
う
も

の
で
す
。

○
学
習
規
模

　

１
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
以

上
開
設
で
き
る
こ
と

○
開
設
期
間

　

平
成
23
年
５
月
～
平
成
24
年
２

月
ま
で

○
条
件

・
成
人
の
町
民
で
、
常
時
10
人
以

上
の
学
級
生
を
確
保
で
き
る
こ
と
。

た
だ
し
、
芸
術
文
化
団
体
の
育
成

の
場
合
、
青
少
年
を
対
象
と
す
る

団
体
で
も
可
。

・
原
則
と
し
て
育
成
期
間
は
３
年

間
と
す
る
。
た
だ
し
、
内
容
に
よ

り
特
に
必
要
な
場
合
は
延
長
す
る
。

・
代
表
者
が
、
説
明
会
な
ど
教
育

委
員
会
が
開
催
す
る
会
議
に
出
席

で
き
る
こ
と
。

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
で

き
る
こ
と
。

・
活
動
に
相
応
の
自
己
負
担
が
あ

る
こ
と
。

○
不
採
択

　

申
し
込
み
が
多
い
場
合
、
ま
た

申
請
内
容
を
審
査
の
う
え
、
次
の

よ
う
な
場
合
、
生
涯
学
習
学
級
と

し
て
採
択
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・
活
動
、
学
習
内
容
が
生
涯
学
習

学
級
と
し
て
育
成
す
る
必
要
性
が

低
い
場
合
。

・
他
の
機
関
、
団
体
か
ら
助
成
な

ど
が
あ
り
、
育
成
の
必
要
性
が
低

い
場
合
。

・
町
か
ら
の
助
成
金
を
も
っ
ぱ
ら

飲
食
に
当
て
て
い
る
場
合
。
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